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■交通アクセス
　地下鉄栄駅⑫番出口より東へ徒歩4分

名古屋市中区栄4-5-14　〒460-0008
TEL：052（265）1715　FAX：052（265）1716
E-mail  info@munetsuguhall.com
URL  www.munetsuguhall.com

営業時間：10：00～18：00
年中無休（年末年始、施設メンテナンス日を除く）

宗次ホールチケットセンター

宗次ホール主催の新作コンサートチラシを毎月自宅にお届けする

宗次フレンズ 会員募集
会員登録していただいたフレンズ会員様は

一般発売より先行してチケットをご購入頂けます

会員登録・年会費 無料
詳しくは、宗次ホール（052-265-1715）までお問合せ下さい。

ピアノ  小林 有沙   Arisa Kobayashi

オーボエ  渡辺 克也   Katsuya Watanabe

　小学校時代から多くのコンクールに入賞。桐朋女子高等学校音楽科を経て同大学に進学後1年より、ロー
ムミュージックファンデーション全額奨学金を得て、ベルリン芸術大学へ留学。卒業後、ウィーン国立音
楽大学ポストグラデュエートコースにてさらに研鑽を積み、2013年活動の拠点を日本に移す。
　12年モロッコ王妃国際ピアノコンクールにて、審査員満場一致で優勝し、併せて最優秀ドビュッシー演
奏家賞を受賞。その他、全日本学生音楽コンクール東京大会高校の部第3位、第1回クールシュベール音楽
祭inともべ優秀音楽賞受賞、ルーマニア国際音楽コンクール第3位、ウィーン•ディヒラー音楽コンクール
第2位など数々のコンクールで入賞している。
　銀座王子ホールやヤマハホールなどでのソロ・リサイタル、ニューヨーク・フィル首席奏者らとの3度に
わたる室内楽の共演や山田和樹、瀬山智博、飯森範親の各氏と協奏曲を共演し、雑誌「音楽の友」や「ショパ
ン」などで絶賛されている。また、確かな音楽作りにおいて共演ピアニストとしての信頼も厚い。
　オクタヴィア•レコードより2枚のCDをリリースし、いずれも「レコード芸術」誌の準特選盤に選ばれた。
　日本ショパン協会正会員。
　上田和代、岡本美智子、有森博、伊藤恵、横山幸雄、野平一郎、Pascal DEVOYON、Jan Gottlieb JIRACEKの
各氏から多くの薫陶を受ける。
オフィシャル・ウェブ・サイト http://www.1002.co.jp/arisakobayashi/

　東京藝術大学卒業。在学中に新日本フィルに入団。89年Sony Music Foundation主催第1回国際オーボ
エコンクールに入賞。90年第7回日本管打楽器コンクールで優勝、併せて大賞を受賞。
　91年より渡独、ヴッパータール響、カールスルーエ州立歌劇場管、ベルリン・ドイツ・オペラの首席奏者
を歴任。特に11年間在籍したベルリン・ドイツ・オペラでは、当時音楽監督ティーレマンの絶大な信頼のも
と、ドイツの新聞各紙に「オーケストラの中の希望の光」等と高い評価を得る。現在はソリスツ・ヨーロピ
アンズ・ルクセンブルグの首席奏者として活躍中。
　CDリリースも多数。オーボエの本格的オリジナル曲ばかりを集めた CDシリーズとして、08 年『インプ
レッション』、2010 年『サマー・ソング』、12 年『ポエム』、14 年『ロマンス』をドイツと日本で同時に発売。
特に『インプレッション』『サマー・ソング』『ロマンス』の３作は『レコード芸術』誌で“特選盤”となり、ま
た新聞各紙でも紹介されるなど各方面で絶賛を博している。また最新CD「パストラール」を2016年にリ
リース。
　ソリストとしてスロヴァキア･フィル、ハンガリー放響、ザグレブ･フィル、都響、神奈川フィル、群響、名
古屋フィル、大阪センチュリー響、山形響、日本フィル等と共演を重ねる。
　2010年秋より2013年3月まで、産経新聞にて「渡辺克也のベルリン音楽旅行」を連載。さらに2013年4月
より、平凡社のウェブマガジン「ウェブ平凡」にて「オーボエ吹きの休日 ベルリン音楽だより」を好評連載中。
　2011年には第28回日本管打楽器コンクール・オーボエ部門の審査委員長を務めた。
　洗足学園音楽大学客員教授として、若手の育成に努めている。ベルリン在住。
オフィシャル・ウェブ・サイト http://www.katsuyawatanabe.com

ⓒYoshinori Kurosawa

　本場ドイツのベルリン・ドイツ・オペラで長らく首席奏者を務め、現在もヨーロッパ
各地の名門歌劇場オケに客演首席出演が途切れない、日本を代表するオーボエ奏者。
まさに「ドイツ的」という表現がふさわしい、太くまっすぐな音色、ゆるぎない確かな
テクニック、力強い表現・・・。そして軽妙なトークとセンスのよいプログラム。
　オーケストラの華、オーボエの魅力を存分にお楽しみください。


